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1. 経済学研究の転換期 
 非実験の学問では，特に，対象が社会全体に及

ぶ経済学においては，実際の検証が不可能である

ために，理論の検証を行って，研究を漸次進展さ

せていく事が困難である．その結果，高みの見物

を決め込んで，学問を知的遊戯の場として楽しむ

傾向がある．難解な哲学用語や難解な数式あるい

は特殊なカタカナ用語を散りばめて，議論の相手

を打ち負かしたり，煙に巻くのではなく，今，我々

が抱えている経済社会の大きな課題に，真摯に取

り組むべきである．例えば，①日本政府の巨額の

借金をどのようにしたら良いのでしょうか．②少

子高齢化社会の中で，今後，福祉をどのようにし

たら良いのでしょうか．このような社会の人々の

問いかけに，今の経済学は正しく回答できている

であろうか．数理経済モデルや数理統計分析に，

過度に依存している学会主流派の方法で，経済学

は社会の多くの人々のニーズに充分に応えている

だろうか． 

 1970 年代に始まった経営情報システム論，1980
年代に始まった高度情報化社会や人工知能などの

研究は，技術水準や人々の認識が未熟であったた

めに，1990 年代においては一般社会からは軽蔑の

対象となる研究テーマでもあった．それがインタ

ーネットの急激な普及，デジタル化の進展，通信，

計算，記録メディア等の技術革新によって，夢物

語から手が届く可能性のある魅力的な研究になっ

てきている． 
 空を飛ぶ鉄腕アトムは不可能でも，介護や警備

に役立つロボット，さらにロボットのサッカーチ

ームなど，実験科学ならではの研究成果を，一般

社会の人々までも理解し始めている．大きな課題

を抱えた社会の現状を，このような技術を駆使し

て，より良いものにする研究を，理工系の情報科

学の研究者と一緒に進める時期であろう．経済学

は過去に哲学，歴史，数学といった他分野の研究
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成果を積極的に導入してきている．今は，インタ

ーネット Web という新しい場が提供されている．

これを最大限に活用して，社会の進化，民主主義

の進化を行うべきであろう． 
 数理分析は数学の限界が理論の限界になってお

り，いつの時代でも数学の壁が存在していた．こ

の壁を大きく打ち壊した一人の天才にニュートン

がいる．彼の発案による微積分が，その後の数学

を科学の基礎と認識させている．経済の数理分析

も微積分によって大きく発展してきた．まだまだ

発展の余地は残されているが，厚い数学の壁に悩

まされている．この壁に閃きにより局所的に穴を

あける特殊解を発見する研究が存在する．この研

究を天才科学者の功績として，引用し応用展開す

るのが，学会主流派の研究業績の生産手法になっ

ている．これが研究者個人とそのクラブメンバー

以外にとっては，しばしば研究の障害物になって

いる．社会一般のニーズに応える研究を社会系学

者は求められている．難解かつ無用の特殊解では

なくて，一般の社会人が有用と認める一般解を提

供すべきであろう．それには，数学的研究のみが

科学的であるという歪を早急に改めるべきである．

まさに IT 革命が始まろうとしている今こそ，パラ

ダイムシフトの絶好の時期であろう． 
 
2. 市場経済法の提案 
 我々は上記二つの課題について，社会的最適化

手法として IT を活用した市場経済法を提案する．

その手法の検証を Web での学生等実験で行い，デ

ータの統計分析とシミュレーション分析に数値確

率分布法を取り入れる．実験の目的は Web での投

票による市場経済法が，公共部門などの社会経済

の重要な決定事項に，どのような影響を与えるか

を明らかにすることである．実験と分析を繰り返

しながら，投票による市場経済法を少しずつ改良

していく．即ち，実験による検証を行いながら，

世直しの IT ソリューションを完成させ，同時に，

それの情報システムを開発する． 
 最適化のアルゴリズムにニュートン法がある．

これは数式で記述された場合に，理想的な条件の

下で，最大・最小値や方程式の解を求める手法と

して利用されている．前提条件が不成立の場合に

は，ニュートン法の改善やその他の数式利用のア

ルゴリズムが提示されている．もし，数式での記

述が困難であるか，可能であってもニュートン法

系のアルゴリズムの適用が不可能な場合には，遺

伝的アルゴリズムや遺伝的プログラミングが使用

される．このような最適化の数値計算法は理工系

の講義科目として用意されている． 
 経済社会の資源最適化の考え方として市場経済

があり，計画経済との比較や，共産主義経済との

イデオロギー論争がなされてきたが，ソビエト連

邦の終焉とともに，そのような長年の論争にも終

止符が打たれ，大きな視野での市場経済の優位性

が歴史的に証明された．経済市場の効率をより高

めるための理想的条件や，条件が変化したときの

市場均衡のバイアスなどが長年の経済理論の分析

テーマであった． 
 実験が不可能な社会の最適手法として，この市

場経済を見直すことにより，実際に使用できる社

会や組織の最適化アルゴリズムとなる．トヨタ生

産方式の一部に組み込まれている，QC サークル活

動を通しての，製品の品質改善は特に有名である．

また，バブル崩壊以後の日本社会を体験した人々

には，同時代の歴史として市場経済の持つ社会最

適化法の功罪を認識できたことになる．いろいろ

な欠点を多く持っている社会最適化法として市場

経済法を学ぶことができた． 
 インターネット Web の普及により，市場経済法

は新しい発展の可能性が開けてきている．Web を

活用した市場経済法による最適化が，実用的で効

果のあるものとして，無意識のうちに使用され始

めている．例えば，アマゾンドットコム社のオン

ライン Web サイトでの書籍の評価方式に，この市

場経済法が活用されている．読者による書籍の批

評文やそれの賛否の投票などは，書籍の購入予定

者にとっては，出版社や著者の宣伝コピー文より

も信頼できるものである．本来，商品の販売者に

とっては，消費者の主観的意見を，お店に無差別

に掲示することなど，想像もつかないことである．

しかし，信用こそが商売の第一原則であることを

認識できれば，最も有効な方法であり，オークシ

ョン以外にも，市場経済法が有効であることを示

した． 
 グーグル社の検索手法は極めて戦略的でユニー

クであると言われており，21 世紀に入って最も注

目されている企業である．その急成長の秘策の一

つに市場経済法の活用がある．キーワードにヒッ

トしたWebページをどのように優先順位を付けて

分類すべきかに，市場経済法が採用されている．

他の Web ページから多く参照されている Web ペ

ージを探すために全文検索を実行している．ユー
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ザの信用を勝ち取ることこそがビジネスの基本で

あり，そのためには一見無駄に見えても，重要で

あることを識別できることであり，それは市場経

済の極意を体得しているからこそ可能である． 
 わが国の中央政府の借金はとうとう 800 兆円を

超え，地方政府の分も加えれば，1000 兆円を超え

る額であり，それは国民一人当たり 800 万円を越

すことになる．このような膨大な借金をどのよう

に返済していくのか，およびこれ以上の無駄をな

くすこと，これらの方策を考えることは，うそ偽

りのない最も重要な研究テーマであろう． 
 経済の民間部門では市場経済の原則が貫徹する

ように，市場整備を行ったり，それを補助する法

律の整備を行う．一方，公共部門では市場経済法

を適用する条件が整備されておらず，今までは適

用不可能であった．しかし，インターネットの発

達により，Web を活用して擬似的市場を構築すれ

ば，公共部門の市場経済法による効率化を追求で

きるようになった．市場経済法を実現する Web プ

ログラミング技術を，最適化の数値計算法の中に，

社会の最適化アルゴリズムとして紹介する日も近

いと考えられる． 
 
3. 公共事業事後評価の ITソリューション 
 我々の提案するWebベースの社会的最適化手法

の適用例として，最初に「公共事業の事後評価の

IT ソリューション」について述べる． 
 
3-1. 公共財サービス市場の現状 
 政府支出の中でも公共事業の占める比率はたい

へんに大きく，この部分の圧縮が財政改革の成否

を左右するほどである．1990 年代のバブル崩壊以

後は公共事業による景気刺激政策が実行されて，

政府の借金を大幅に増加させてしまった．納税者

の立場であれば，これ以上の政府借金の上乗せは

止めて，むしろ減税か借金の返済を実施して欲し

いところである．一方，公共事業が実施される地

域の関係者は，その地域の経済の活性化につなが

ることから積極的に公共事業を誘導する．その地

域の住民が全員ということではないが，関係者は

強力な圧力団体となっている． 
 市場で需給調整が行われることを前提に経済理

論は基本的に構成されている．長期的には市場の

競争条件を整備することにより，効率的な資源配

分が実現されて，消費者である国民の効用が極大

化されることになる．しかし，これは民間部門で

のことであって，公共事業を含む公共部門では理

論のようにことが進むものではない．その理由は

いろいろと指摘されているが，以下の２点が最も

大きいものと考えられる． 
(1) 独占的供給 
 公共財サービスの供給は政府が中心で，地域独

占がほとんどであり，住民の選択の可能性は皆無

である．公共財サービスの供給者間の競争は一般

的には存在しない． 
(2) 受益と負担の乖離 
 民間部門では財サービスの消費者がその代金を

支払う．しかし，公共財サービスの費用は税金で

賄われており，受益者である消費者が代金の全額

を支払うことはない． 
 小さい政府論や民間で可能なものは民間に委ね

るという考えは(1)への回答である．既得権益の廃

止や圧力団体の排除などは(2)に関わるものである．

公共財サービスの受益者と費用を負担する納税者

を１対１で対応させることは不可能である．した

がって，その弊害を少しでも小さくすることが，

公共財サービス市場の改善に貢献することになる． 
 改善の対策はどうしても政治がらみになること

から，議論は花盛りであるが，改革のスピードは

たいへんに遅いのが現状である．また，現在の数

理モデルを駆使した経済理論研究は，市場の分析

が中心で，したがって，民間部門の市場分析を取

り扱うのが多く，現実的な公共財サービス市場の

改善に繋がる研究は少なく，ましてや，政治の力

を借りない対策の提示は不可能である． 
 
3-2. 公共事業事後評価の ITソリューション 
 インターネットのブロードバンド接続の環境が

整備されてきて，IT 革命が現実味を帯びてきた．

e コマースや e ビジネスなどは個別民間企業の利

益に関係することから，さまざまな IT ソリューシ

ョンが提供されている．また，e マーケットプレ

イスのように業界全体に関わることも，業界との

連携の下で IT ソリューションが提供されている．

このように民間部門では IT を積極的に利用して

利便性の向上や費用の削減を進めている．ライバ

ル企業との市場での競争がこのような積極性を生

み出している．しかしながら，公共部門では上述

の理由から市場性を考慮した方向での IT ソリュ

ーションの提供は行われてこなかった．IT を活用

すれば便利になるからという理由で投資を行うこ

とはあっても，公共財サービス市場の特殊性を踏
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まえて，市場の改善に貢献するための IT 活用の投

資は無いのが現実である． 
 我々の提案する「公共事業の事後評価の IT ソリ

ューション」は，上述の(2)を考慮して公共事業の

市場評価を，IT を活用して行おうとするものであ

る．計画の段階から公共事業の市場評価を行うも

のに，従来からの公共事業の各種のアセスメント

手法があるが，それらの多くは事業実施者が費用

を負担して行っており，したがって，調査会社の

回答はその影響を受けやすいものである．結果と

して，事前の調査では，費用は過小に，便益は過

大に報告されていて，公共事業の過剰供給の原因

の一つになっている． 
 事業費用を負担する納税者が直接に評価を行う

ことが重要である．公共事業の多くは実際に建造

物などの設置場所に行って，サービスを受けたり，

外観を一覧したりすることができるものが多い．

その時に，この財サービスを提供するのにいくら

の税金が使用されているのかが明らかであれば，

それは高いか安いかの判断に利用できる．公共事

業の建造物には竣工年月の表記がされているが，

そこに公共事業を識別できる番号が併記されてお

ればいろいろと便利である．その公共事業の番号

をインターネットでの検索用語に使用して，費用

を含めた各種の情報を引き出すことが可能となる．

公共事業番号をキーにしたインターネット接続の

分散型リレーショナルデータベースを構築できる．

これらの情報は公共事業番号を検索用語にして，

インターネット Web で簡単に閲覧でき，その情報

と公共事業の建造物の外観やサービスを受けたと

きの判断から，納税者は公共事業について主観的

な判断を下し，その結果を表明できる Web サイト

にアクセスして，賛否の投票や意見を記述できる

ようにする．このような IT ソリューションを実現

すれば，公共事業事後評価の市場評価が可能とな

る． 
 
3-3. Webサイトでの事業検索と評価 
 公共事業事後評価を実現するために，全ての公

共事業に背番号を振り，公共事業の工事現場や，

公共事業で完成した建造物には，市民の見やすい

場所に，背番号を掲示することが必要となる．国

や都道府県，所轄官庁の違いによらず，統一した

フォーマットを作成することが必要である． 
 納税者は，工事現場や，完成した建造物に掲示

されている背番号を読み取り，評価用 Web サイト

にログインして背番号を入力することにより，そ

の公共事業の予算と財源，政府の算出した投資対

 

図 1．公共事業事後評価Webサイト 概念図 
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効果，経済波及効果等が，閲覧できる．また，政

府側の発表だけでなく，大学の研究者や，民間の

シンクタンクなど，非政府部門の納税者の立場に

立った投資対効果もリンクをもとに参照できるよ

うにする． 
 市民は，政府系，非政府系の様々な情報を入手

して，現在進んでいる工事や，既に完成した建造

物に対して，納税者としての評価を下すことがで

きる．類似の事業内容に，税金が二重に投資され

ていないか等の確認をした上で評価することも，

可能となる． 
 工事現場や建造物には，PC の Web アクセスの

ための背番号だけでなく，QR コード（二次元バー

コード）や，RFID（IC タグ）等を用意することに

より，携帯電話で容易に評価用 Web サイトにアク

セスし，事業内容に関する情報を入手することが

可能となる．携帯電話やカーナビの GPS 機能との

連携も考えられる．携帯電話によるアクセスでは，

工事現場や完成した建造物を目の前にして，面倒

な背番号のキー入力なしに，その場で評価用サイ

トにアクセスし，情報の入手や，事業評価を行う

ことが可能となる． 
 
3-4. 評価用Webサイトの検討事項 
 評価用 Web サイトによる評価にあたっては，通

常の投票やアンケートと同じように，一人一票が

守られる必要がある．一度，公共事業の評価を行

った人が，後から新たな情報を元にして，評価を

訂正することは認められるべきであるが，同じ人

が異なる ID を使用してログインし，何度も評価を

書き込むことができるようであれば，公共事業評

価そのものに対する信頼性がゆらぐことになる． 
 一人一票を実現するためには，評価用 Web サイ

トにアクセスするための ID 取得に対して，銀行の

口座開設時などと同様に，免許証の提示等による

身分証明を求めることも，現状では必要となる．

将来的には，住基ネットカードの普及や，運転免

許証の IC カード化が進めば，PC に接続された IC
カードリーダーから本人認証を行うことにより，

一人一票の原則を守ることができると考えられる．

同一の人物が，PC，携帯電話，それぞれから評価

用 Web サイトにアクセスし，投票することも可能

であるが，同一人物の PC と携帯電話の ID は一票

として扱われ，最後に下した評価をその人の示し

た評価と見なすことにする． 

 評価用 Web サイトの個々の公共事業情報には，

政府あるいは自治体の発表する資料が公表されて

いるが，それとは別に第三者の評価を自由にリン

クできるようにする．また掲示板（BBS）を用意

し，政府の示した投資対効果と，第三者機関の示

した投資対効果を比較して，討論できるような場

を設ける．掲示板においては，原則匿名で自由な

議論ができることが重要である． 
 XOOPS などの CMS（ Contents Management 
System）や，ブログ（blog）のトラックバック機

能など，既存の技術を組み合わせることにより，

これらの機能は実現可能である． 
 
3-5. 評価用Webサイトの効果 
 公共事業においては，これまで少数の代表であ

る圧力団体の声のみが反映され，多数派である一

般市民，納税者の声が反映されることは少なかっ

た．その原因は，少数派の圧力団体の声が一本化

され政治力を持っていたのに対し，多数派の一般

市民，納税者に対しては適切な情報が提供されず，

また税金の使途に対する意見を述べる機会も与え

られずにいたからである．そのことにより，公共

事業の際限なき拡大をまねいてきた． 
 IT の発展により，幅広い市民に必要な情報を提

供し，幅広い市民から意見を募ることができるよ

うになった．今回提案した公共事業事後評価用

Web サイトを構築することにより，多数派の一般

市民，納税者が，必要な情報を入手し，税金の使

途に対する意見を表明することができるようにな

る．このことは，財政赤字に苦しむ政府にとって

も，公共事業の拡大を食い止め，投資した税に見

合った効果のある事業を選択する機会を与えるも

のであると考えられる． 
 
4. 住民サービス改善の ITソリューション 
 我々の提案するWebベースの社会的最適化手法

の次の適用例として「住民サービス改善の IT ソリ

ューション」について述べる． 
 ほとんどの自治体は，財政の健全化とともに住

民サービスの向上が求められている．IT を活用し

た行政サービスを積極的に展開し，業務の効率化

を図るとともに住民の意見を反映させ，満足度を

高めるような仕組みが必要となろう． 
 IT の適用として，以下のような行政サービスが

考えられる． 
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 まず，大都市においては迅速で的確な受付窓口

（コールセンターなど）を設置することで，デー

タに基づいた改善が実施可能となる．Web データ

ベースを援用し，寄せられた苦情を分類すれば，

住民サービスの改善や新たな施策の立案に役立て

ることができよう．また，応用として住民提案型・

参加型の行政へと門戸を開くことが可能となる．

新たにWebによるコメント機能や投票機能などを

付加することで，行政への住民参加を促進するこ

とができる．特に，提案制度では，行政サービス

に対する具体的なアイディアは住民をはじめとす

る関係者から広く受け付ける．受け付けた提案を

実現可能なレベルまで役所内で整理したうえでこ

れを公開し，投票機能やコメント機能などで広く

意見を求める．そこで高い評価を得たアイディア

を実施に向けて役所内で再検討する．さらに実施

に至り結果が出た場合には，アイディアに対する

対価を支払う．これにより従来，非効率であった

行政サービスの効率化を目指す．このように従来

の行政には存在しなかった市場経済法を導入する

ことで，建設的な意見を集約する． 
 次に，インターネットにある自治体サイトの進

化である．まず，RSS を活用した迅速で的確な情

報発信やインターネットサービスのワンストップ

化が求められよう．「情報公開」として公開され

るべき情報としては，できるだけ透明度を高める

ようなものにしなければならない．また，CGM の

応用として，パブリック・コメントに納税者であ

る住民の意見が反映されるようにする．住民の意

見がどのように処理がされたかについてもトレー

ス可能であることも重要なシステム要件である．

さらに，首長の公約に関しては，有権者との約束

としてのマニュフェストの達成状況を情報公開す

ることは当然である．これに加えて，投票システ

ムによって各項目への住民からの評価を数値化し，

市政モニターとしての機能を充実させる． 
 現在，実験されている電子投票は集計業務を効

率化しただけにとどまり，投票率の上昇に寄与し

ていない．IT の潜在能力を活かすであれば，実際

に投票所まで出向くといった行動までを包含した

電子投票システムでなければならない．実際の投

票では，選挙に対する不正投票がないように選挙

人名簿との照合により選挙は実施される．このよ

うに投票には，匿名性が確保されることや二重投

票などの不正が行なわれないことなど条件は厳し

い．このように電子投票を実現するには多くの解

決すべき課題を抱えているが，「電子投票」への

取り組みとして模擬投票を積極的に試論する必要

がある．例えば，市政に関する意見分布の参考資

料として，電子投票を用いる．そこで有効性と限

界をチェックするに産官学連携も視野に入れなが

ら，自治体がこれらを試論することは，将来への

公共の利益にかなっている． 
 その他，オークションサイトで利用されるシス

テムで，バザーなどでの廃物利用・リサイクルな

どがある．また，携帯電話の活用を視野に入れれ

ば，利便性は向上し，さらに多くの意見を集約で

きる．携帯メールを利用した防災情報発信機能は，

広域行政サービスの共通基盤として整備が求めら

れる． 
 このように IT によって住民参加を促進するこ

とで，直接民主主義が擬似的に形成できる．さら

に，行政に対する監視が高まり，税金の無駄使い

や不正の防止につながることも期待できよう． 
 
5. おわりに 
 本稿で，我々は最初に，Web ベースの社会的最適化

手法として市場経済法を提案した．次に，この手法の

適用例として，公共事業の事後評価のITソリューショ

ンと，地方政府の住民サービス改善のITソリューショ

ンについて述べた． 

 公共事業の事後評価の IT ソリューションにより，

多数派の一般市民，納税者が，必要な情報を入手

し，税金の使途に対する意見を表明することがで

きるようになる．このことは，財政赤字に苦しむ

政府にとっても，公共事業の拡大を食い止め，投

資した税に見合った効果のある事業を選択する機

会を与えるものであると考えられる． 

 地方政府の住民サービス改善の IT ソリューション

により，住民参加を促進することで，直接民主主

義が擬似的に形成できる．さらに，行政に対する

監視が高まり，税金の無駄使いや不正の防止につ

ながることも期待できよう． 
 社会の多くの人々の合意形成を前提とする，経済社

会の諸問題の解決には，Web ベースの社会的最適化法

の理論と，そのWebサービスを提供する情報システム

の開発が重要であるといえる． 
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